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令和３年度第１回小田原市いじめ防止対策調査会 会議録 

 

１ 日時  令和３年11月15日（月）午前10時00分～午前11時07分 

  場所  おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 会議室１ 

２ 出席者氏名 

  学識経験者  嶋 﨑 政 男（会長） 

  社会福祉士  芦 田 正 博（職務代理者） 

  弁護士    坂 本   結 

  臨床心理士  杉 﨑 雅 子 

３ 欠席者氏名 

  医師     横 田 俊一郎 

４ 教育委員会職員 

  教育長            下 正 祐 

理事・教育部長       北 村 洋 子 

  教育部副部長        飯 田 義 一 

  教育総務課長        下 澤 伸 也 

教育指導課長        高 田 秀 樹 

教育相談担当課長      西 村 泰 和  

教育指導課指導主事(指導係長事務取扱)  松 澤 俊 介 

教育指導課指導主事        津 田 裕 子 

（校長会） 

 小学校長会代表       菴 原   晃                                                            

（事務局） 

教育総務課副課長      府 川 雅 彦 

教育総務課主査       菊 川 香 織 

５ 議題等の概要 

（１）小田原市いじめ防止基本方針について     

（２）小田原市立小・中学校の暴力行為・いじめ・長期欠席の状況について       

（３）いじめ重大事態に関する調査結果の公表について 

（４）その他 

６ 議事等の概要 

（１）開会宣言 

〇教育部副部長  定刻となりましたので、ただ今から、令和３年度第１回小田原市いじめ

防止対策調査会を始めさせていただきます。 

本日の司会を務めさせていただきます教育部副部長の飯田でございます。どうぞ、よろし

くお願いいたします。 
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本日は、横田委員から御欠席の連絡をいただいておりますが、委員４名に御出席いただい

ておりまして、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立しております。 

それでは、はじめに、本日の資料の確認をお願いしたいと存じます。右上の資料番号でご

確認ください。レジュメ等のほか、資料１、資料２－１から２－３、資料３－１、３－２、

資料４－１、４－２、参考資料１、２となります。不足等がありましたら、お申し出くださ

い。 

 

（２）委嘱状交付                      

〇教育部副部長  次に、委嘱状の交付を行います。 

本来であれば、皆さまお一人お一人に教育長から直接委嘱状をお渡しするところですが、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、卓上配布とさせていただきましたので御了

承ください。 

 

（委嘱状交付） 

 

 

（３）教育長挨拶 

〇 下教育長  おはようございます。教育長の 下でございます。本日は、小田原市いじ

め防止対策調査会に御出席いただきありがとうございます。 

皆様には御多忙の中、本調査会の委員をお引き受けいただきましたことに対しまして、改

めて感謝申し上げます。ありがとうございます。 

また、坂本さん、杉﨑さんを迎えての新しいメンバーによる最初の調査会となります。 

緊急事態宣言が解除され１箇月ほどが経ち、新型コロナウイルスの感染状況は大きく改善

しているところではございますが、今後も基本的な感染防止対策をしつつ、コロナとの共存

を図りながらの日常生活、学校教育活動の継続を図る必要があると考えております。 

新型コロナウイルス感染症に係る児童・生徒に与えた影響は大変大きく、児童・生徒間の

コミュニケーションの減少や、感染症に対する不安や心配、差別や偏見などコロナ禍以前に

比べると児童・生徒を取り巻く状況が大きく変化していると考えております。 

限られた時間ではありますが、本日は、それぞれの御経験や見地から、御意見やアドバイ

スをお聞かせいただきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いしたします。 

〇教育部副部長  続きまして、本日は最初の会議になりますので、委員の皆さまから自己

紹介をお願いしたいと存じます。 

 恐れ入りますが嶋﨑委員から反時計回りで芦田委員、杉﨑委員、坂本委員の順にお願いい

たします。 

〇嶋 﨑 委 員  神田外語大学の嶋﨑と申します。小田原市では大変お世話になっておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 
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〇芦 田 委 員  数年前まで県西教育事務所でスクールソーシャルワーカーとして勤めてお

りました。よろしくお願いいたします。 

〇杉 﨑 委 員  数年前まで小田原市でスクールカウンセラーとしてお世話になっておりま

した。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇坂 本 委 員  神奈川県弁護士会で子どもの権利委員会に所属しておりまして、小田原市

にはいじめ予防教室を何度か担当させていただいております。よろしくお願いいたします。 

〇教育部副部長  ありがとうございました。次に、市の出席者を御紹介します。 

下教育長、北村理事・教育部長、下澤教育総務課長、高田教育指導課長、西村教育相談

担当課長、菴原小学校長会代表（千代小学校長）、松澤教育指導課指導主事、津田教育指導

課指導主事でございます。 

なお、教育長におきましては、公務の都合により、ここで退席させていただきます。 

 

（教育長 退席） 

 

（４）会長・職務代理者の選出 

〇教育部副部長  続きまして、会長及び職務代理者の選出を行います。 

資料１を御覧ください。小田原市いじめ防止対策調査会規則第４条第１項の規定により、

会長は、委員の互選により定めることとなっております。 

会長の選出方法について、御意見・御提案等があれば御発言いただければと存じます。 

 

（意見・提案等なし） 

 

〇教育部副部長  御発言がありませんので、事務局の案を示させていただいてよろしいで

しょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

〇教育部副部長  事務局の案といたしましては、これまでも会長として本調査会の円滑な

運営に御尽力いただいてきた嶋﨑委員に、引き続き会長をお願いしたいと考えております

が、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

〇教育部副部長  それでは、嶋﨑委員に会長をお願いしたいと存じます。 

ここで、嶋﨑会長から、一言御挨拶をいただきたいと思います。 

〇嶋 﨑 会 長  御選出いただきましてありがとうございます。この会ですが、私はいくつ

かの市で担当させていただいておりますが、本日もいらしていただいておりますが、小田原

市の委員会ほどメンバーがそろっておいでいただくことはありません。本当に素晴らしく、
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支えていただける会だと思っておりますので、今日横田先生御欠席でございますが、５名の

委員で精一杯小田原のいじめ問題の解決のためにお力添えが少しでもできればと思っており

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

〇教育部副部長  ありがとうございました。それでは嶋﨑会長には会長席に御移動をお願

いいたします。 

 

（会長席への移動） 

 

〇教育部副部長  次に、会長の職務代理者ですが、規則第４条第３項の規定により会長が

あらかじめ指名することとなっております。 

嶋﨑会長から、指名をお願いします。 

〇嶋 﨑 会 長  芦田委員にお願いしたいと思いますが、芦田委員いかがでしょうか。 

〇芦 田 委 員  私でよろしいのでしょうか。横田先生もいらっしゃっていないので。私で

よろしければお引き受けいたします。 

〇教育部副部長  それでは、芦田委員に職務代理者をお願いしたいと存じます。 

ここで、芦田委員から、一言御挨拶をいただきたいと思います。 

〇芦 田 委 員  職務代理者ということで、嶋﨑先生を補佐しながら調査・進行できたらと

思います。引き続きよろしくお願いします。 

〇教育部副部長  それでは、ここからは、規則第５条第１項の規定により、会長に進行を

お願いしたいと思います。 

嶋﨑会長、よろしくお願いいたします。 

 

（５）議題（１）小田原市いじめ防止基本方針について 

〇嶋 﨑 会 長  それでは、次第に従い、その他を含めまして議事が４点ございます。１点

ずつ進めたいと思います。 

最初の議題ですが、議題（１）小田原市いじめ防止基本方針についてということで、事務

局から説明をお願いします。 

〇教育指導課指導主事  事務局より小田原市いじめ防止基本方針について説明させていた

だきます。皆様、承知されている部分が多いかと思いますが、今回新しく委員になられた方

もいますので改めて御説明ということでよろしくお願いいたします。 

資料２‐１を御覧ください。平成25年９月に「いじめ防止対策推進法」が施行され、本市

では、法第12条に基づき、いじめ防止対策の総合的かつ効果的な推進を図るために、これま

でのいじめ防止対策や指導の在り方等を整理し、平成26年12月に「小田原市いじめ防止基本

方針」を策定、その後平成30年３月に、国、県の方針が改定されたことからその内容を反映

させるため、改定しております。 

２ページを御覧ください。この基本方針では、「いじめ」の定義や、いじめは全ての子供

に関わる問題であり、社会全体で取り組むべき、大人全員の課題であるという認識をもって 

向き合っていくことを確認しています。改めての確認ですが、「いじめ」は児童等に対して、 
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当該児童等が在籍する学校に在籍しているなど一定の人的関係にある他の児童等が行う心理

的又は物理的な影響を与える行為であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を

感じているものを指します。 

本市では、「いのちを大切にする小田原」の実現を目指して、子供たちが健やかに成長で

きる環境づくりに努め、当事者意識をもっていじめ防止等に取り組むために６項目を基本理

念に掲げています。 

１つ目、いじめは、いじめられた子供の心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為であり、 

いじめを放置することがないように取り組むこと。 

２つ目、大人は、「いのち」はかけがえのない大切なものであることを子供たちに伝え、

自分の「いのち」と他人の「いのち」を大切にする心を育む教育活動の充実を図ること。 

３つ目、いじめは、様々な場所・場面で起こり得るので地域全体で子供を見守り、市、学

校、家庭、地域、関係機関が連携して取り組むこと。 

４つ目、学校は、教育活動全般を通じて、いじめの防止等に取り組むこと。 

５つ目、学校は、いじめを生まない土壌を作るために、居場所づくりと心の通う絆づくり

につながるような集団作りを進めること。 

６つ目、家庭は、円滑な人間関係を築くための基盤となる子供たちの社会性や規範意識、

コミュニケーション能力を育むこと。 

この６つの基本理念のもと、子供の被害性に着目したいじめの理解促進や教職員が一人で

いじめ問題を抱え込まないための学校の組織的対応の強化や環境の整備、また、学校として

特に配慮が必要な児童生徒の状況に応じた支援や指導の徹底、家庭や学校運営協議会などを 

通じた地域との連携、そして、国の示した「いじめの重大事態の調査に関するガイドライ 

ン」に従った重大事態への適切な対応等、基本的な小田原市の方針について示しています。 

次に、資料２‐２と資料２－３について説明いたします。こちらは、基本方針にお示しし

た内容のうち「小田原市が実施するいじめ防止の措置」、「小田原市のいじめ対策に係る関係

機関とその役割について」を表にまとめたものになります。 

資料の２－２では、いじめの未然防止のための措置やいじめの早期発見・早期解決のため

の措置、重大事態への対処について関係機関の役割や対応の流れ等を示しています。 

資料の２－３では、横軸は、いじめの未然防止への対応、個別事案への対応、重大事態へ

の対応となっており、縦軸には、それぞれ関係機関や学校、教育委員会、地域団体の関わり

や役割がまとめられています。左側の未然防止への対応を見ていただくと、学校では、アン

ケートや面談等で児童生徒の様子を細かく見取って対応したり、日々の教育活動の中で人権

教育や道徳教育を充実させたりする中で、児童生徒の社会性を育み、他者への思いやりや心 

の通じ合うコミュニケーション能力を育んだりする取組をしています。教育委員会としては、 

いじめの未然防止につながるように、いじめに関連する様々な研修会を行ったり、本日の会

議も含め、いじめ問題対策連絡会などの場で、御意見を伺ったりしているところです。 

小田原市いじめ防止基本方針の説明につきましては、以上です。 

 

（質疑・意見） 
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〇杉 﨑 委 員  小田原市の実施する措置なので載っていなのかもしれないのですが、いじ

めの防止には保護者の方の役割もとても大きいと思います。2019年に行った調査で、いじめ

防止対策推進法について知らない保護者の方の割合が８割で、保護者の責務というのがいじ

め防止対策推進法の中に入っていると思うのですが、その責務について知らない保護者の方

が９割で、自分が通っている学校のいじめ防止基本方針のことも８割くらいの保護者の方が

知らないという結果があります。保護者の方にもう少しいじめのことについて知っていただ

くとか、その責務のところで取り掛かっていただくなど、啓発や働きかけがあっても良いの

かなと思うのですが、その辺りはいかがでしょうか。 

 意見と質問ですが、もしあれば教えていただきたいです。 

〇教育指導課指導主事  保護者のことについても、もちろん家庭での役割がとても大きな

ところになってくるかと思います。学校の中では各学校のいじめ防止基本方針については、

ホームページ等でアップしていたり、保護者も確認できるようにしていましたり、啓発はし

ているところですが、まだまだ周知徹底できているのかというところで、そういう取組は必

要だと思いますので、参考にさせていただければと思います。 

ありがとうございました。 

〇嶋 﨑 会 長  杉﨑委員がおっしゃるとおり、いじめ防止対策推進法第９条の保護者の責

務等いついては、なかなか周知ができないではないかということで。 

私からも１点御質問させていただければと思います。資料２-２についてはとても分かり

やすく作られているなと思ったのですが、重大事態の対処のところで、この委員会、第14条 

委員会ですから、直接関わってきますので確認をしておきたいのですが、確認と言いますか、 

実際にどうなのかということですが、この図を見ますと学校、教育委員会のほうに「こんな

重大事態があったんだよ」ということで連絡が入りますね。そういった流れですが、実際に

一番多いのは保護者から直接教育委員会にというケースが極めてというか、統計はありませ

んが、印象的には多いという現状の中で小田原市の場合はいかがでしょうか。 

この図の中では保護者から教育委員会への矢印は出ておりませんが、いじめの重大事態の

調査に関するガイドラインの中には保護者からの申立てがあった場合は重大事態にするのだ

という。本来はいじめによりという枕詞があるはずが、そうではなくて保護者からの申立て

は全て受け付けなさいという文部科学省の方針なので、小田原市の現実を教えていだただき

たいのですがいかがでしょうか。 

〇教育指導課指導主事  小田原市の現状ということでしたが、保護者からの御相談と言う

形での連絡はいただいております。学校で困っていることがあってということでお受けしな

がら学校と連携をとりながら対応していくケースが多いかと思います。 

 

（その他 質疑・意見等なし） 

 

（６）議題（２）小田原市立小・中学校の暴力行為・いじめ・長期欠席の状況について                    

〇教育指導課指導主事  それでは、資料３－１を御覧ください。 
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こちらは、令和元年度小田原市立小・中学校の暴力行為・いじめ・長期欠席の状況につい

ての資料になります。この中から、「いじめ」の部分について中心に説明をさせていただき

ます。こちらの資料は令和元年度のものであり、令和２年度の結果につきましては、ただい

ま分析し、資料を作成しているところですので、近くお示しできる予定です。教育指導課調

べの令和２年度のいじめの認知件数については、後程説明いたします。 

２ページを御覧ください。平成29年度から令和元年度までの３年間を見ると、本市のいじ

めの認知件数は小中学校共に増加していることがわかります。この変化は、教職員のいじめ

防止対策推進法の理解が進み、各学校で日頃の児童生徒の見取りをきめ細かく行い、アンケ

ート調査や個別面談によって実態の把握に努め、積極的に認知をしている結果と捉えること

ができます。児童生徒のいじめが急激に増加したということではなく、いじめの芽を見逃さ

ずに対応することができていると評価しています。 

いじめの態様別では、全国・県と同様に「冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なこ

とを言われる」の割合が高くなっています。個々の事案については、解消に向けた指導、支

援、見守りの結果③にありますとおり、令和元年度に起きたいじめについては、令和２年度

の７月31日の時点で98パーセントが解消されています。 

次に、資料３－２を御覧ください。この資料は、文部科学省が毎年実施しております「児

童生徒の問題行動・不登校等の生徒指導上の諸課題に関する調査」の報告にあたり、教育指

導課が各校からの報告を集約したものです。①は小田原市のいじめの認知件数を表とグラフ 

でお示ししました。令和２年度のいじめの認知件数は、小学校555件、中学校244件、合計 

799件となっております。これまで、いじめの認知件数は増加の傾向にありましたが、令和 

２年度は令和元年度と比べて減少しています。これは、国、県とも同じような傾向が見られ、 

新型コロナウイルス感染症の影響で、全国一斉の臨時休業があったことや感染症対策として、 

児童生徒同士が適切な身体的距離を保つ生活様式への転換が求められ、接触の機会が減った

ことが影響していると考えられます。 

認知件数を千人当たりで表したものを裏面③にお示ししています。 

次に、②としまして、いじめの態様別の件数をお示ししました。 

小学校、中学校ともに、「冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる。」

といった、暴力を伴わないいじめの割合が一番高く、全国と同様の傾向です。また、特に気

になる項目としましては、「パソコンや携帯電話等で誹謗中傷やいやなことをされる」が中

学校で 45件となっており、前年度より大きく増えています。こちらも、新型コロナウイル

ス感染症対策による学校の生活様式の変化に伴い、直接触れ合ったり会話をしたりすること

が減り、ＳＮＳ等を介したコミュニケーションの機会が増えたことが要因として考えられま

す。 

 臨時休業があったことや、様々な行事が行えなかったこと、触れ合い関わり合う授業や遊

び、部活動などが十分にできなかったこと等、子供たちがストレスを抱えていると考えられ

ます。安心して楽しい学校生活を送ることができるように、学校では密にならずに心の距離 

は近づける工夫をすることや、コロナ禍においても、一人一人を丁寧に見取り、適切に支援、 

指導していくことが大切だと考えています。 
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暴力行為、長期欠席の状況については、資料を御覧ください。 

以上です。 

 

（質疑、意見） 

 

〇嶋 﨑 会 長  いじめに絞りまして資料３-２を中心についてですが、このようにグラフ

にしていただけると非常に分かりやすいです。平成 29年までは小・中が似たような、ほぼ

重なっておりますが、平成 30年以降はある意味同じような具合で、差があるというか、平

成 29年までは重なっているのに、平成 30年度以降このような結果になった分析をどのよう

にされていられるのでしょうか。 

〇教育指導課指導主事  平成 30年以降小・中ともに急激に増加していることにつきまし

ては、先ほど御説明にありましたいじめ防止対策推進法というところで小田原市も平成 30

年に改定しておりますが、教職員に対して研修等も行いましたが、現場の教職員のいじめに

対する認知の捉えを細かいところも見取っていくんだ、小さいところも見逃さないんだとい

うようなところで、その辺りが徹底できたのかなというところで増えてきているのかなと捉

えています。 

特に子供たちの様子が急に変わったのではなく、先生がより細かいところ、普段でしたら

ちょっとした言い合いや悪口を言うなどをいじめとして認知をして、細かいところも全て捉

えて継続して指導してきている。重大事態に発展しないように指導・助言していくというこ

とで、増えてきたと捉えております。特に小学校の低学年ですと、思ったことを素直に言っ

てというところもあり、次の時間には忘れているということもたくさんありますが、そうい

ったところも教員が見逃さずということで一つ一つ細かいことを積み上げて見取った結果こ

のような数値に現れているのではないかと捉えております。 

〇嶋 﨑 会 長  私の質問が悪かったかもしれません。増加した理由は私もよく承知してお

ります。ただ、小中でこれだけ差が出始めたのが平成 30年からになります。この差につい

ては、後半にお話しいただきましたので、私なりに納得いたしました。 

〇教育指導課長  補足でお願いします。小学生の特性としてコミュニケーション能力がま

だ豊かでないために、言葉で自分が伝えたいことが伝えられたら良いのですが、なかなか上

手に言葉で伝えられず、それで手が出るとか、足がでるとか、感情的な行動に出てしまうと

いうことで、この表でいきますと、②のいじめの態様の中でも一つ目の「冷やかしやからか 

い、悪口や脅し文句、いやなことを言われる」は平成 29 年から 30 年にかけて 73 件から 

233件と３倍以上の増加がみられることと、特に小学生では３つ目の「軽くぶつかられたり、 

遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする」も 12件から 102件と増加しており、ここも

顕著に増えていると捉えています。 

中学校は、その「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする」の

ところは割と少ないのかなと、小学校においては遊んでいるつもりでもやられている子の気

持ちが分からずそういう行為を繰り返してしまうというのは小学生においては顕著に増加し

た原因かなと捉えております。 
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〇芦 田 委 員  資料３-２の②いじめの態様にあります「パソコンや携帯電話等で誹謗中

傷やいやなことをされる」が令和元年と比べると倍近くなっていて、議題とずれてしまう部

分もありますが、町田市の事案もあり、ＧＩＧＡスクール構想との関係で、小田原市のＧＩ

ＧＡスクールの進行状況を御説明いただき、その辺りでいじめ対策についてどのようにされ

ているのかを伺います。 

〇教育指導課長  本市におきましても４月から 1人１台の学習用端末を配布して学校での

活用が進んでいるところでございます。学校の中では、４月から基本的な操作から進めてお

りますので、まだいろいろな機能を活用しているという段階には至っておりません。スキル

を少しずつ向上させております。 

中学校におきましては、生徒の活用能力が高いので繰り返しやるような練習問題だけでは

なく、他の人とコミュニケーションを図るような使用方法も進んでいることから、そういう

意味ではｃｌａｓｓｒｏｏｍという機能を使いながらグループの中でのやり取りもあります

ので、他者に対していろいろな意見を認めるという場があることから、町田市で起きた事案

と同じような操作は使用されているというところです。小学校ではまだ活用されていないと

いうところです。 

こういったものを使っていく上では、情報モラルの教育も合わせてやっていかないと、活

用ばかりが進んでいって、子供たちがエスカレートしてしまうというところは気を付けてい

る状況です。今のところは学校での活用が基本ですので、教師の目の届く範囲の中での活用

になりますが、今後家庭に持ち帰っての活用を進めていくということがよりよいＩＣＴ教育

の推進だと思いますので、そういったことを進めるため情報モラルの教育も進めていきたい

と考えております。 

〇坂 本 委 員  今の回答に関連してですが、町田市の事案では確かパスワードが共通であ

ったということで、なりすましなどによって攻撃的な発言があったということで、パスワー

ド設定については小田原市では工夫されているのでしょうか。 

〇教育指導課長  子供一人一人にアカウントが配布されており、アカウントに対してパス

ワードを設定するということでは、初期パスワードは機械的なランダムなパスワードになっ

ており、パスワードを再設定できるということで、対応しておりますので、町田市で起きた

ようななりすましで入るということは基本的にはできないことになっております。 

〇芦 田 委 員  端末ごとにどういう時間にログインしたのか、システムログをどう残すの

かという話がどこかで上がってこないと、町田市のような事案が起きたときに対処できない

のではないかなと聞きながら思ったのですが、その辺りはいかがでしょうか。システムログ

をどう残そうとか、どういう書き込みがあったのかとかその辺りの対策は取られていないの

でしょうか。 

〇教育指導課長  本市としては、委託業者にも相談しておりますので、どの端末がどの時

間に使われていたかというのは、把握することはできておりますので、学校の中で子供たち

の活用状況を全体的に見ることはありますが、何か起きたときに 1台 1台のログイン状況を

調べるということの必要性が今起きていないところで、具体的な取組に至っていないのです

が、調べて確認することはできる状況にあります。 
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〇坂 本 委 員  全く関係ないことを質問しますが、資料３-１の３（２）いじめの状況の

③いじめの解消率ですが、非常に高い解消率となっておりますが、令和２年３月 31日現在

では 74.3パーセントが令和２年７月 31日には 98.3パーセントに上がるというのは何か特

殊な理由があるのでしょうか。私の一般的な考え方ですと、クラス替えなのかなと思ってい

るのですが、他にも工夫されている点が何かありますか。 

〇教育指導課指導主事  いじめの解消率につきましては、いじめのあったその場で「ごめ

んね」「いいよ」で解決するものではなく、いじめがあったところですので、その場ではも

ちろん子供たちも「ごめんなさい」をしたりしますが、教員としてはそこで捉えたものをそ

の後継続して３箇月様子を見ていく中で、もしかするとまた同じようなことが起きるかもし

れませんし、解決した状況で仲良く生活できるかもしれませんし、その場での解決ではな

く、その後見取って３箇月後に解決でいいのかなというところで、３月時点で認知したいじ

めに関しては、その場で「ごめんなさい」をしても解決として捉えるのではなく、継続して

学年が変わったあとも見取っていって、そういうところで７月の段階でその件についてはと

いう結果になってまいります。解消率ということで再度調査をしております。 

〇教育指導課指導主事  調査の集計の仕方にもよりますが、解消というところの定義も調

査の中で定められておりまして、一つはいじめの行為自体が止んでいる、子供同士の中で大

丈夫だねということで行為が止んでいるということが一つ、もう一つは一定の期間が過ぎて

いるということが解消の満たす要因に含まれておりまして、それが３箇月と決まっていると

ころでございますので、一応３箇月を目安に子供との面会ですとか確認をして、解消してい

るところを見届けるといういじめのアフターフォローがありますので、３月段階では２月３

月の認知したいじめについては、どのような状態であっても解消とはならないことになりま

すので、７月に再度取りまとめているというところで解消率が変化しているところです。 

〇嶋 﨑 会 長  先ほど資料３-１で生徒間暴力が増えているのですというお話しもありま

したが、直接いじめとは関係ないので、脇に置いておきまして、数え方です。各学校がきち

っと文部科学省が望むような数え方ができているのかどうか。文部科学省のホームぺージを

見ると出ているのですが、岩手県矢巾町の事件が起こったあとに、文部科学省が 80の自治 

体もしくは学校にいじめの件数についての質問を出しました。Ａくんという子がＢ、Ｃ、Ｄ、 

Ｅに使い走りをさせたり、小突いたりして４人の子がいじめられたとアンケートに書きまし

た。その４人の子は「Ａくんってひどいよね」ということでＡくんとは遊ばない、仲間はず

れ、無視ということをしました。ＡくんはＡくんでアンケートに「４人からいじめられてい

る」と答えました。こういうケースがあった場合、各学校は教育委員会に何件と報告してお

りますでしょうか。 

〇教育指導課指導主事  １件と捉えています。 

〇嶋 﨑 会 長  80の自治体がゼロ件から 11件までばらばらに数字が出ています。ゼロ件

というのは変ですけど、私は５件だと思ったのです。その問題を見たとき。４人の子はいじ

めはいじめられているほうを数えますよね。ですから４人がいじめられているから４件、Ａ

君もアンケートで仲間はずれにされているんだと答えているのだからＡくんもいじめられて

いると思えばこれは５件だとおもったのですが、文部科学省の見解は４件でした。Ｂ、Ｃ、 
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Ｄ、ＥがＡくんからいじめられていると答えているので、被害者ですから４件と数えており、 

これを正解としております。ということは、本日、校長先生御出席いただいておりますが、

小学校は今の件、各学校統一されておりますでしょうか。 

〇菴原小学校長会 されていないですね。 

〇嶋 﨑 会 長  私もされてないと思うのです。ですから、そこの部分をきちんとしないま

ま調査をしていることになりますので、小田原市ではこういうケースはこういうふうにカウ

ントするんだよときちんと統一というか見解を出さないといけないのかなと意見ですが思い

ました。 

 現状を伝えていただいたということで、小田原市の取組は先進的なことをやっていただい

ているということで安心させていただきました。 

 

（その他 質疑・意見等なし） 

 

（７）議題（３）いじめ重大事態に関する調査結果の公表について 

〇教育指導課指導主事   それでは、いじめ重大事態に関する調査結果の公表について説

明をさせていただきます。資料４－１を御覧ください。これまで、いじめ重大事態の公表に

関しまして、文部科学省の「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」や「神奈川県

いじめ防止基本方針」、「小田原市いじめ防止基本方針」において、事案の内容や重大性、い

じめを受けた児童生徒及びその保護者の意向、公表をした場合の児童生徒への影響等を総合

的に勘案して適切に判断し特段の支障がなければ公表を行うことという方針が示されていま

す。それに伴い、公表にあたっての考え方や方法等について、小田原市としての方針を整理

していきたいと考えています。 

小田原市の方針を考えていくに当たっては、参考資料１にあります、神奈川県いじめ防止

対策調査会の答申書を参考にしたいと考えています。 

資料４－２を御覧ください。公表にあたって、小田原市として考えをまとめておきたい内

容、ポイントについて、事務局が作成したものをお示ししました。 

１つ目としては公表についての考え方を確認したいと考えています。そして２つ目は公表

の方法についてです。内容や方法、公表の期間などについて御意見をいただければと思いま

す。また、その他に確認が必要だと考えられることがありましたら、協議の中でお出しいた

だきたいです。 

いじめの重大事態の公表にあたっては、懸念される事項や配慮が必要な事項等があります

ので、委員の皆様の御意見をいただきながら、小田原市としての方針を定め、公表をしてい

きたいと考えております。どうぞよろしくお願いします。 

今後のスケジュールとしましては、資料４－１の４にお示ししたとおり、次回の小田原市

いじめ防止対策調査会で諮問、協議を行い、来年度４月頃に２回目の協議、７月頃に答申と

いう予定です。 

説明は以上です。 
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（質疑・意見） 

 

〇嶋 﨑 会 長  確認ですけれども、今お話しありましたとおり１月頃に諮問があって、３

回くらいで答申が出せるようなスケジュールでよろしいでしょうか。 

〇教育指導課指導主事  その予定です。 

〇嶋 﨑 会 長  ありがとうございます。というのは今日、この長い文章を全員が読み込ん

で今日から協議に入ろうということではないでよろしいですよね。今日は概略というかその

辺の話ができればと思います。ここで資料の配布を行いたいと思いますがよろしいでしょう

か。 

 

（「異議なし」という声あり） 

（資料配布） 

 

〇嶋 﨑 会 長  今「重大事態の調査Ｑ＆Ａ100」という本を書いておりまして、１月発行

の予定ですが、そちらの77番目78番目が公表についての項目でしたので、配布させていただ

きました。77番目については賛否両論があるかとは思いますが、実際に読売新聞や総務省の

調査では３割が公表という流れです。これに対してどう考えるかというのが77番の問題で、

実は本当にこれ申し訳ないのですが、横浜市のガイドラインと大津市の方針を分析させてい

ただいてメリットデメリットを３点ずつ書きました。78番には公表するときにはどんな留意

点が必要かということで、実に簡単なのは答申そのものを公表するのが簡単ですが、そうも

いかないので、概要版を作成したりしますよね。先ほど読ませていただきましたら、小田原

市は事務局のほうで答申を受けたもので公表版作ろうかなと。実は公表版つくる時には面倒

な手続きが出てくるのではないかなと考えております。お役に立たないかもしれませんが資

料提供ということで配らせていただきました。 

 今日、実際にどうこうということはありませんが、簡単に自分の考え、調査書というのは

公表が必要なんじゃないとか、懸念がありますとか何でも結構ですのでフリートーキングの

形で時間とりまして、本日は終わりにしたいと思いますが、芦田委員いかがでしょうか。 

〇芦 田 委 員  私もまだしっかりと読み込んでおりませんが、横浜市に関しては神奈川新

聞でもちょこちょこ報道されておりますが、そういう報道が出ますと横浜市どういう調査し

たのかなと気にかけて見るのですが、人口が多いということもあるので件数も多いとは思い

ますが、積極的に公表しようとしているのかなということで横浜市を見ていると感じます。    

一方で横浜市と小田原市の地域性というか、横浜市は都会ということで近隣環境も含め冷

めているところで個人が特定されないというメリットがあるのかなと。小田原市の場合はそ

うでないところもあるかとは思いますが、地域性というのも配慮しなければならないので、

公表については小田原市独自の地域性というのも考えていく上で配慮しなければならないの

ではないかと思っております。 

〇杉 﨑 委 員  内容等いろいろと細かくはその都度当事者が不利益等を被らないようにと

いうのはとても大事だと思います。基本的にはきちんと説明して出していくという姿勢のほ
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うがかえっていろいろな憶測を生まないということになりますので、公表していくという姿

勢がとても大事であるということで現時点では考えております。 

〇坂 本 委 員  公表するかしないかという点では、公表をしていくという流れですので、

こういう事態があったから２度とこういうことが起きないようにということでの教育効果も

あると思います。ただ、先ほど芦田先生がおっしゃったとおり、小田原市はかなり特定がで

きるのではないかなということが心配されるところです。いじめ予防教室でも１学年１クラ

スというような状況ですので、何年生と書いた段階で大体が分かってしまう場合があります

ので、その点は概要版を出すようにして、すごく手間がかかるというのは分かるのですが、

特定できない方法を考えていく必要があるのかなと思います。 

〇芦 田 委 員  過去に２件こちらで重大事態の調査をさせていただいて、１件目でしたか

記者発表したような。ホームページには載せていないですよね。 

〇教育部副部長  重大事態の調査をさせていただきますというところまでを、記者発表し

ました。 

〇芦 田 委 員  親御さんや周囲の関係者の思いとお子さんの思いの違いのズレがあったり

する時の取扱いも慎重に考えなければならないのではないかと思っております。公表するこ

とによって坂本先生も懸念されたところかとは思いますが、地域性という特定されてしまう

という中で子供の最善の利益ということとの兼ね合いをどこかに置かなければならないので

はないかと。基本的には公表されるべきだと思っておりますが、小田原市の場合はその辺も

考慮しなければならないのではないかと思います。 

〇嶋 﨑 会 長  私も基本的には公表の方向で賛成ですが、先ほど来懸念が出ている子供が

一人でもとてもつらい思いをしたりとか、最善の利益が保証されないようなことになったら

元も子もないのかなと。その辺りを残り３回ありますよね、横田先生加えて５名のメンバー

でしっかりと議論を深められればいいなと思っております。 

 次回読み込んでこの会に参加しましょうということで、神奈川県いじめ防止対策調査会の

答申書、横浜市のガイドラインを読み込んでどうするということで、私はメリットデメリッ

トについては短く１行にまとめてしまいましたが、概要版を作成した場合の大変さというこ

とはありますが、その点も踏まえ次回含め３回でやっていくということでよろしいでしょう

か。 

 

（その他質疑・意見等なし） 

 

 

（８）その他 

（質疑・意見等なし） 

 

７ 閉会宣言 

 


